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本日お話しする内容

1. 感染経路について

飛沫感染と接触感染

2. マスクの着用と手指衛生



感染した日からの感染性の推移

忽那賢志医師のHPより転用

1人の患者から
1日に起こる感染者の数

感染した日からの日数

感染の10％は環境から

感染の5％は無症候性感染者から

周囲の人にうつしやすい時期
発症前3日～発症後5日



感染経路
水分飛沫

飛沫核

日本医師会 COVID-19有識者会議「新型コロナウイルス感染症制御における「換気」に関して」より転用

飛沫と飛沫核の違い



マスク着用の重要性（インフルエンザをうつさないために）厚生労働省 You tube

くしゃみや咳をすると、こんなに飛沫は飛び散ります

約２ｍ



マスクの効果

マスク着用の重要性（インフルエンザをうつさないために）厚生労働省 You tube

くしゃみや咳をすると、
こんなにしぶきは飛び散ります

咳をしても、しぶきの飛び散りは
マスクで抑えられています



正しくマスクを着用することが重要！
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罹っていない人の鼻と口から
ウイルスが侵入すること、
もしくは罹っている人から
ウイルスが飛散することを
防ぐために使用します。

咳をしている人は
マスクをつけてね



マスクの着用は、自分の手で顔（特に鼻や口元）を
直接触らないようにするためのバリアと思ってください

「人は1時間当たり20回以上顔を触る」
といった研究データあり

口（元）を触る 鼻を触る

顔を触る癖がある人は
要注意



マスクを着用しよう‼

日常的に

子供も

みんなで

大人も



マスクの正しい着用手順
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マスクを着用 金具部分を自分の
鼻の形になるように
抑える

鼻から顎まで
おおわれるように、
プリーツを伸ばす



やってはいけない例

マスクをアゴに
つけている

鼻がマスクから
出ている



マスクを外す時も正しい方法で！
マスクの表面を触らないように
注意しましょう

そのまま、ゴミ箱へ捨てましょう

手指消毒も忘れずに



感染経路
水分飛沫

飛沫核

日本医師会 COVID-19有識者会議「新型コロナウイルス感染症制御における「換気」に関して」より転用

飛沫と飛沫核の違い



SARS-CoV-2 の
各表面上での

生存時間は約 58-85 時間

ヒトの皮膚上に存在する新型コロナウイルスとインフルエンザ ウイルスの生存評価：COVID-19 における手指衛生の重要性
京都府立医科大学大学院医学研究科 消化器内科学 廣瀬亮平助教

人の皮膚には9時間生存

84.29時間生存 58.07時間生存

85.74時間生存



接触感染

環境表面に付着した

病原体

↓

手指に移動

↓

鼻腔や口腔粘膜に移動

↓

体内に侵入

数日間、病原体は、
環境表面に

生き続けるやつが
いるのさ！

Point!



手洗いの効果（手洗い前）
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手洗いの効果（手洗い後）

石鹸と流水による手洗い アルコール手指消毒剤による消毒



18



19



日常生活でできる
新型コロナウイルス感染症に関連した
感染対策


